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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・高看生の杉本　恵子さんが夜勤のアルバイトが入ります。
・看護計画用紙は月ごとに記載するのではなく用紙を次月に移動させ使用していきます。
・床屋を利用した場合はフローシートの入浴の欄に床屋と記載して行きましょう。
· 小坂先生の勉強会の日時が変更となりました。対象者は日時を確認し必ず参加するようにして下さい。

・上級試験の追加問題を総務でパソコンに保存して行く予定だそうです。

＜週間予定＞
１０/９（火）皮膚科診察
１０/１０（水）種本　福松様退院　
　　　　　　　中森　みや子様　スタッフ付き添いで外出
１０/１１（木）歯科診察　清水　泰雅様　デイケア見学
＜患者様連絡事項＞

・清水　泰雅様～１０/１１（木）14：00～デイケア見学予定。本人、母とＰＳＷ

　　　　　　　　末政さんと見学に行きます。
・中森　みや子様～１０/１０（水）スタッフ付き添いで外出予定。
・清水　徹様～本日から明日９日16：00まで外泊です。
・佐藤　幸男様～ご家族からインフルエンザ予防接種の希望がありましたが本人は
　　　　　　　　希望されず。再度確認して行きましょう。

· 布施　邦雄様～北病棟転棟候補としてベットコントロールで挙げています。ご家族が面　　　　　　　会に来た際に「すぐに退院になるのではないこと」「外出はスタッフが　　　　　　　付き添う事」「金銭管理（お小遣い）についてもスタッフが介入する事」　　　　　　　を説明して下さい。以上を説明してどうだったのかを主治医に報告をし　　　　　　　て下さい。

・出河　攻様～昨日、面会で弟様が来られ障害年金の申請をしてきたとの話しがありました。障害年金が振り込まれる通帳を作成しており通帳と印鑑を本人が持っていましたが、本人より通帳を事務に預けて欲しいとの希望があり、末政ＳＷが預かり医事へ保管となっています。印鑑については本人が自分で保管したいとの事で本人が持っています。紛失した場合には当院で保証は出来ない事伝え、本人は了承しています。

・金沢　洋子様～先週からフラフラする、私が私じゃないような気がする等の発言が聞かれています。下肢のムズムズ感、違和感や不快感を訴えているので、明日、主治医へ状態報告をお願いします。

・寺地　利代子様～昨日の夕食、今朝かの朝食と不食され、又、本日の朝食後薬を拒否することあり再三の促しにて服用されています。

　　　　　　　　　本人から「もうずっと入院しててこれ以上どうなるんですか？退院したい」「母へ会いたい」「外出がしたい」等と一方的に話されて「ほっといてください」と言われる。傾聴することで次第に落ち着かれています。一番の希望は母に会いたい事だと話されています。気分にのかわりやすさ等の病状もありますが、経済的にも余裕がなくご家族の理解やサポートも十分ではない事から、本人のストレスや悲観的な思いが強くなってきていると思われます。今後本人の希望を聞きながら、看護介入の範囲で可能な事について検討してみてはどうか。。

　　　　　　　　　今までもイライラや、感情的に訴える事などはありましたが、いままでみられなかった行動（拒薬）が出て来ているので状態観察など注意して行きましょう。

＜作業報告＞

・中川原　義雄様～先週の半ばから口数が多く見られています。今までは、集中して行なう事が出来ていましたが、いきなり他者の会話に入ったりする事が目立ってきました。今後は、本人が気分変動をコントロールできるように関わっていきます。

・杉澤　恵子様～今はパッチワークを取り組んでいるが集中して行えており、始めの時よりは作業がまとまってきています。何度もスタッフへ聞く事が多かったが、最近では自分で考えながら訂正し行う事が出来ています。病棟内で落ち着きのなさ見られているという事で、本人が病棟で余暇時に集中して行える作業があれば主治医へ確認し提供していきたい。

・金沢　洋子様～本日、ムズムズ感を訴え途中退席しています。明日以降は、無理しないように取り組んで頂きます。

・松橋　清子様～今は病棟のほうで折り紙を取り組んでいますが、作業スタッフが様子を見に行くと「会いたくない」と作業スタッフを避けることがありました。何か足りない物はないか問うと「水色の折り紙」と返答されています。今後は声掛けをしながら継続していきます。

・神代　達也様～西病棟へ転棟してから作業のほうへ来ていません。作業スタッフのほうで声掛けをしますが避ける事があります。病棟のほうでも作業へ来ない理由を聞けたら聞いていってほしいです。

＜田名部Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・工藤　紘子様～体重に関しては、１kg以上の増加見られており食事自体の摂取量は良好になってきています。診察時に本人は、「早く太って帰りたいんです。1500kcalにして下さい。特食にして下さい」と要求聞かれています。献立に関しての要求も細々と聞かれ繰り返し同じ質問をしてきたり、了解も不良なところが見られています。

　　　　　　　　主治医からまずは今現在出ている食事をきちんと食べて下さいと話されています。カロリーアップに関しては今後様子を見て検討するという事と特食に関しては無理である事について本人へ伝えています。

　　　　　　　　体重が35Kgになるまでは家族からの差し入れも可とし３５Kgを超えたら病院食中心にし、その後家族介入も行って行く方針だそうです。

・田端　テル様～診察時、表情は比較的に活気があり明朗な感じな様子見られています。

　　　　　　　　退院して家に帰りたくないと話していた事については、「仕事も出来ないし今帰ってもすぐ疲れるし、自信がない。息子には気をつかわないが嫁に気をつかう」と話されています。身体的調子については、「頭が痛くてフワフワした感じ」と話されています。10/9(火)からメイラックス(1)(催眠鎮静剤・抗不安剤)２Ｔ１×夕　６日分処方となっています。

・神代　達也様～診察時、妹様が面会に来た際に「環境がいいねって言ってて家族の意見も取り入れてもう少し様子をみる事にする。私が下に降りたいと話した時は確実に戻して頂けますね」と主治医へ話されています。主治医からは可能であること伝えています。治療プログラムの第Ⅲ期の概要について主治医より説明されています。治療プログラムに対する取り組み意欲は良好であるが、作業療法に関しては未だ参加しないと話されています。

・若松　澄子様～一昨日の夜から発熱と吐気見られていたが、本日からは発熱もなく食事も摂取出来ています。診察時にも不調の訴え聞かれていません。

・畑中　成夫様～現在も女性患者様に対して「いつまで食べてるんだ？」と言葉を投げかけた事に対する後悔が大きいと話されています。

　　　　　　　　入院当時の症状について「あれは霊のお導きでやった事なんです。もう退院していいんじゃないかと思います」と話されています。10/10(水)の定期処方から妄想・被影響体験の軽減目的でルナプロン(6)(精神神経用剤)４Ｔ２×朝夕が増量となっています。

